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　2008年1月、経済産業省は、総合科学技術会議
事務局ならびに文部科学省と協力して「安全保障
貿易に係る機微技術管理ガイダンス（大学・研究
機関用）」を取りまとめ、三者連名で大学等に送付
した。
　本ガイダンスの作成は「知的財産推進計画
2007」の方針に沿ったものである。同計画では、
パンフレット配布や説明会等による研究者の意識
向上、促進策や課題の検討とともに、大学等を対
象とするガイドラインを作成することが明記され
ている。
　本ガイダンスは、大学等が外国為替および外国
貿易法に基づく技術提供管理を効果的に行うため
の指針として作成されている。まず、技術提供管
理が関係する分野、技術の形態、提供機会の例、
規制対象例が挙げられ、対象技術がわかりやすく
示されている。次いで、管理体制整備、組織内の
技術提供での留意点、審査方法が挙げられ、さらに、
教育・研修、監査等について述べられている。研
修生、留学生、研究者等海外から人材を受け入れ、
また海外の研究者との非公式な情報交換の機会も
多い大学という組織の特性から、規制対象技術の
提供については、技術提供先が非居住者（来日6
か月以内）か否かの確認、懸念国・団体からの人
材受け入れ可否判定等の重要性が取り上げられて
いる。また、規制対象外である基礎科学分野研究
や論文・学会発表については、産学連携プロジェ
クトで行われる研究開発は基礎科学に当たらない
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場合があること、通常の学会以上に参加者制限の
あるセミナー等では規制対象技術が含まれるか否
かの確認が必要なことが記されている。
　我が国では、2003年に施行された知的財産基
本法に基づき、知的財産推進計画が毎年策定され
ている。2003年3月から2006年2月までの3年
間（第1期）に、知的財産本部やTLOの設置など、
大学において知的財産創造の体制整備が進んだ。
また、産学連携推進のために「大学における営業
秘密管理指針作成のためのガイドライン」も作成
された。2006年3月からの第2期においては、重
点項目の一部として、知的財産活動の国際的展開、
ならびに大学等における知的財産の創造と産学連
携の推進が挙げられている。輸出管理強化は、「知
的財産推進計画2007」において「大学、研究機関
において知的財産を活用し、創造を促進する」項
中の「国際的な活動を推進する」の中の4項目の
一つとして記述されている。
　経済産業省による大学等に対する技術管理の
注意喚起は、これまでも行われてきた。2005、
2006年には輸出管理の強化を求める文書が大学等
に発出され、また、2006年から大学等を対象とし
た説明会が各都道府県で開催されている。
　大学への外国人研究者の受け入れ拡充など国際
的な人材交流の促進が議論される状況にあって、
大学における実効性ある機微技術管理の重要性は
増大すると考えられる。本ガイダンスはこれまで
の取り組みを補強するものと位置づけられる。
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